
水稲の種子伝染性病害は、育苗期間に発生すると苗の
生産性を低下させるだけではなく、保菌苗が本田に移植
されることにより、広い範囲で生産物の収量や品質の低
下を招くなどの被害をもたらす。このため、水稲の安定
的な生産を図るうえで、種子伝染性病害の防除対策の徹
底は極めて重要である。こうした種子伝染性病害のなか
で、もみ枯細菌病は、本田に移植後の「穂枯症（写真１）」
と育苗期に「苗腐敗症（写真２）」を起こす病害として知
られており、国内では1955年に北九州で穂枯症の原因
菌として報告されて以来、全国的に問題となってきた。
さらに近年、その発生は海外でも増加傾向にあり、米
国では、本病による穂枯症が発生し、甚大な被害をもた
らす事例が相次いで報告され、その病原体は「next major 
pathogen for rice」（今後、懸念されるイネの主要病原
菌）と位置づけられている。また、種子生産現場でも、本
病への対応には苦慮しており、保菌籾の流通防止の観点
からも、健全種子を生産するうえで大きな課題となって
いる。特に、本病は、本田に発生した場合、減収や品質

低下の影響が大きいため、移植栽培では、いかに本田へ
保菌苗の持ち込みを防止するかが重要となり、育苗期段
階での病害管理の強化が求められている。
こうしたなか、育苗培土の種類によって苗腐敗症の発
生に差があることが知られていることから、ここでは、近
年市販されている軽量化を目的とした新たなタイプの育
苗培土が、本病の発生におよぼす影響とその要因を明ら
かにした。

５社12銘柄の市販の育苗培土を用い、もみ枯細菌病の
発病度を比較したところ（2015～2018年）、発病度は培
土の種類によって大きく異なった。砂壌土・粘土のみの
粒状・粉状タイプの育苗培土（図１：Ｂ１～６）に比べ、
やし殻やピートモスなどの粗大有機物を多く含む軽量タ
イプの培土は、いずれの年次も発病度が低下する傾向が
認められた（図１：培土Ａ１～５）。一方、同じ軽量タイ
プに属する培土でも、有機物を含まない鉱物繊維で形成
されたマット状の培土は、発病度が高く、本病に対する
抑制効果がなかった（図１：培土Ａ６）。
2018年の試験では、苗の保菌程度を調査したが、有機
物を含む軽量培土の保菌程度は低く、発病抑制だけでは
なく、保菌率の低減にも寄与していることが明らかにな
った（データ省略）。

市販の育苗培土と市販
もみ枯細菌病の発病との関係もみ

有機物含量の高い軽量育苗培土を用いた
育苗期のもみ枯細菌病の発病抑制
タイプの異なる育苗培土を用いて発病度、
土壌理化学性などを検証
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2018 年2017 年2016 年2015 年種類 原料 タイプ
Ａ－１ 砂質土・粘土40％、やし殻60％

軽量

Ａ－２ 砂質土・粘土70％、木炭30％木木
Ａ－３ 砂質土・粘土、やし殻繊維繊繊
Ａ－４ 砂質土、粘土30％、ピートモスなど70％
Ａ－５ 土、ピートモス、活性炭
Ａ－６ 鉱物繊維繊繊
Ｂ－１ 砂質土・粘土

粒状・粉状粉粉

Ｂ－２ 砂質土・粘土
Ｂ－３ 砂質土・粘土
Ｂ－４ 砂質土・粘土など
Ｂ－５ 砂質土・粘土
Ｂ－６ 砂質土

図１　市販育苗培土の特徴ともみ枯細菌病の発病との関係（2015～2018年）

写真１　 本田期に発生する
もみ枯細菌病（穂枯症）

写真２　 育苗期に発生する
もみ枯細菌病（苗腐敗症）

図中のN.Dは未調査を表す
発病度：個体ごとの発病程度を加味した試験区ごとの発病指数
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　発病におよぼす土壌理化学性について検証したところ、
発病度の低い育苗培土は、炭素含量（T-C）やC/N比が
高かった（表１）。これらは、培土に含まれる有機物に由
来すると考えられ、有機物含量が本病の発生に影響する
ことが示唆された。
　このことから、有機物含量を調製した育苗培土を供試
して発病度を調査したところ、有機物含量が増えるに従
って低下し、有機物が発病抑制に大きく関与することが
明らかになった（図２）。

　発病度に差がある各種育苗培土から土壌DNAを抽出し、
PCR-DGGE法を用いて培土中の微生物相を評価したとこ
ろ、発病度が低い軽量タイプの培土から抽出した細菌由
来のDNA量は、発病度の高い粒状・粉状タイプの培土か
ら抽出したDNA量よりも多いことが明らかになった（表
２）。
　また、PCR-DGGE法による育苗培土中の細菌相を視覚
的に捉えると、発病度の低い軽量培土のレーンのバンド
数（培土中に存在する細菌種の数の目安となる）が多く、
対照的に発病度
の高い粒状・粉
状培土のレーン
のバンド数は少
ない傾向であっ
た（データ省略）。
画像解析によっ
て求めた多様性
を 表 す 指 数
（Richness）も
軽量培土で高い

傾向にあり、これらの微生物性が、もみ枯細菌病菌の増
殖抑制や発病低減に関与していると考えられた。

　市販の育苗培土の種類によって、もみ枯細菌病の発生
様相が異なり（写真３）、有機物含量の高い軽量培土を使
用することによって発病を抑制できることが明らかにな
った。加えて、比重の軽い原料を使用した軽量培土には
運搬時の労力軽減も期待できる。
　一方、取扱いには注意すべき点もある。軽量培土は元
来、保水性は高いものの、一度、乾燥すると培土の撥水

性が高まり、保水性が著しく低下す
るため、育苗期間中のかん水には“慣
れ”が必要となる。初めて導入する
際は、地域の栽培指針を参考にする
など、普及組織などの指導を仰ぐこ
とが望ましい。
　また、ほかの種子伝染性病害、例
えば、褐条病やばか苗病の発病に対
する影響については、育苗培土の種
類によって大きな差がないため、こ
れらの病害の発生が予見される場合
は、化学農薬を用いた種子消毒によ
って培土の抑制効果を補完する必要
がある。

　なお、ここで掲載した内容は、あらかじめもみ枯細菌
病菌を接種した種子を用いて試験を行った結果である。

★
　前述したとおり、やし殻やピートモスを母材とした軽
量培土は、一度、乾燥すると撥水性が著しく高まるため、
保存や水管理には注意が必要だが、上手く使いこなすこ
とによって、もみ枯細菌病抑制や労力軽減など、得られ
るメリットは大きい。本成果は、一般栽培はもちろんの
こと、高度な病害管理が求められる種子生産現場におい
ても活用が期待される。また、培土中の微生物相が発病
抑止に関与することが明らかとなったことから、今後、新
たな機能性育苗培土の開発や、その際の微生物性の評価、
製品管理への応用が期待できると考えている。

各種育苗培土の
土壌理化学性が発病におよぼす影響

もみ枯細菌病の発病と
育苗培土中の細菌相の特性

軽量培土の使用にあたって

写真３　�育苗培土の種類によって異なるもみ枯細菌病の発生様相��
（左：有機物を含む軽量培土、右：従来の粒状培土）
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図２　�培土の有機物含量がもみ枯細菌病の
発病におよぼす影響

� �母材となる赤土などに、原料に用いられてい
るやし殻を図中の割合で５段階に配合した。
市販品Ａ－１は、やし殻を60％含有している

表２　�各種育苗培土の発病と� �
培土中の細菌相の特性

種類 タイプ 発病度±
標準誤差

DNA量＊1
（ng/µg） Richness＊2

Ａ－１ 軽量 1.7±0.3 85.95 18
Ａ－３ 軽量 0.0±0.0 61.88 27
Ａ－７＊3 軽量 0.3±0.3 53.46 19
Ｂ－１ 粒状 2.0±1.0 12.24 ９
Ｂ－５ 粉状 4.0±1.2 12.32 ８
Ｂ－６ 粒状 7.7±0.3 12.15 ７
※１：�培土から抽出したDNAを鋳型としてPCR増幅

した後、ナノドロップで測定
※２：�DGGE画像から解析した各レーンのバンドの

数（＝細菌の種数）に相当し、微生物の多様性を
表すひとつの指標

※３：本試験のみで使用した軽量培土

表１　�各種育苗培土の土壌理化学性と�
発病の関係

種類 T-C
（％）

T-N
（％）

C/N
比 pH 仮比重（ｇ/㎤）

発病度±
標準誤差

Ａ－１ 5.1 0.20 25.5 5.0 0.8 2.2±0.15
Ａ－２ 3.9 0.12 32.5 5.1 0.9 3.3±0.17
Ａ－３ 1.2 0.10 12.0 4.7 1.0 10.0±0.00
Ａ－４ 8.8 0.45 19.6 5.3 0.5 5.6±0.18
Ａ－５ 30.0 0.64 46.9 5.2 0.6 1.1±0.11
Ａ－６ 鉱物繊維をマット成形したもののため、土壌分析は未実施
Ｂ－１ 0.2 0.10 3.0 4.9 0.9 未試験
Ｂ－２ 0.2 0.07 2.9 4.9 1.0 7.8±0.15
Ｂ－３ 0.3 0.08 3.8 4.8 1.1 10.0±0.01
Ｂ－４ 0.8 0.12 6.7 4.9 0.9 24.4±0.18
Ｂ－５ 0.1 0.04 2.5 5.4 1.2 8.9±0.11
Ｂ－６ 0.3 0.08 3.8 4.9 1.1 10.0±0.02
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